




















ゲストパネリストとして参加して下さる医師 5名 (4 家庭)のお子さんの人数は、少子化時代にも関
わらず、共通して 3 人でした。もちろん、お子さんの人数で、パネリストを選んだわけではなく、仕事・
育児に積極的な方を探して声をかけさせて頂いた結果として、忙しい日常をうまくコントロールし充実
した仕事をしながら、お子さんもたくさん育てられていることがわかりました。実は、事前にパネリス
トの皆さんと個別に打ち合わせを行った際に、お子さんが 3 人という共通点に気づいたのですが、お話
を何う中で他にもいろいろな共通点が見えてきました。そして、このメンバーをご紹介するのに「あっ
ばれ!頼もしい! J 以外には言葉が見つからないほど、パネリストの皆さんのエネルギーには圧倒され
ました。また、今年は初めて、 4 年生の医学生も討論に参加します。彼女は、働く女性の子供達の世話
をする経験(学童保育指導員)を通して得られた、「子供の自立性・社会性を高める保育環境 J という
大切なメッセージを持って討論会に臨みます。
今回のシンポジウムには、少子化、医師不足、この 2 つの問題を解決してくれるヒントが溢れている
ような気がします。これから医師になる学生の皆さん、若手医師の皆さん、学生や若手医師を支えるベ
テラン医師の皆さま、そして日本を支え日本の将来を考えるお立場の皆さま、どうぞお気軽に本討論会
にご参加ください。きっと、社会全体に共通するようなブレイクスルーを実感され、楽しいひと時を過
ごされることと確信しています。私自身、この公開討論会で司会ができることが今から楽しみでなりま
せん。また、会場で皆さまとお会いできますことも、とても楽しみにしております。
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